
















分床義歯(RPD : Removable Partial Denture)補綴治療が行われる｡しかし, RPD装着後に,何らかの原因
で使用が継続できない症例も少なくない｡これまで報告されているRPD補綴治療後の使用状況に関する調査












えられる以下の12項目(①性別, ②年齢, ③義歯使用経験, ④RPD装着顎, ⑤欠損形態, ⑥頃合歯数, ⑦欠













可撒性部分床義歯(RPI) : Removable Partiall Dentture)は,部分歯列欠損症例に対する補綴歯科治療の
おいて有効な手段であることは疑いのない事実であろう｡しかし, RPD装着後に,何らかの原田で使用が継
続できない症例も少なくない｡これまで報告されているRPD補綴治療後の使用状況に関する調査によれば,










②年齢, ③義歯使用経験, ④RPD装着顎,-⑤欠損形態, ⑥校合歯数, ⑦欠損歯数, ⑧反対顎の義歯装着, ⑨
義歯床の種類, ⑲支台歯数, ⑪クラスプの種類, ⑫レスト数)との関連性が,多重ロジスティック回帰分析(ス
テップワイズ法)を用いて解析されている｡
結果として,リコールに応じた67名が使用していたRPD90床が解析対象となった｡内訳は継続使用が55床
(61.1%),再製作使用が21宋(23.3%),不使用が14床(15.6%)であり,使用状況と12項目との関連性を分
析した結果,使用状況と年齢,欠損形態,校合歯数,レスト数との間に有意な関連性が認められた(♪<0.05)0
これらの結果は, RPD補綴治療において,上記の関連国子に対し十分に配慮することの重要性を示唆する
ものである｡さらに今後,これらの因子は治療の難易度の判定に有用な指標として活用し得るものと思われる｡
日本補綴歯科学会でも現在,補綴歯科治療の難易度を測定するプロトコルの製作をすすめており,本研究結果
はこれらにも反映されるべきものであろう｡以上のことから,本論文は十と博士(歯学)に相応しいものと判
断するものである｡
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